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比較には Bone ferroni 解析を用い，さらに各週
齢の群間差の解析は unpaired t 検定を用いた．
骨形態計測の結果は F 検定の後に unpaired t 検
定または Mann–Whitneyʼs U 検定を行った．
【結果】
　下顎臼歯骨体部骨密度，下顎第一・二臼歯間の
海綿骨と皮質骨の骨密度は40週齢の KO 群で有
意に高かった．しかし，下顎骨面積では群間差を
認めなかった．蛍光顕微鏡所見では，骨新生部で
ある二重標識部は海綿骨，皮質骨ともに KO 群
では明らかに少なかった．
　海綿骨の骨形態計測では骨量に群間差を認めな
かったが，類骨量，骨芽細胞数，骨芽細胞面，補
正石灰化速度，骨形成速度，骨吸収速度は KO 群
で有意に低かった．しかし，破骨細胞数，骨吸収
面には群間差を認めなった．
　皮質骨の骨形態計測では，骨量は KO 群で有
意に多かった．皮質骨の骨内膜面部では骨芽細胞
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数，二重標識幅，補正石灰化速度，骨形成速度，
骨吸収速度が KO 群で有意に低かった．また，
破骨細胞数は KO 群で有意に多かったが骨吸収
面では群間差を認めなかった．
【考察】
　KO 群での海綿骨骨密度の増加は，骨芽細胞数
と骨形成速度の低下，骨吸収速度の低下を認めた
ことから，骨新生の低下と低骨代謝回転型の発現
によって，石灰化が進行した成熟骨の割合が増加
したためと考える．
　KO 群での皮質骨骨密度増加の理由は，時間の
経過に伴う骨形成速度の低下に由来した低骨代謝
回転型の発現によって増加した骨量を保ちつつ，
以前からある骨の石灰化が進行した結果，成熟骨
の割合が増加したためと考える．
